
訓
練
し
た
同
期
生
で
、
昭
和
五
十
二
年
に
読
売
グ
ラ
ン
ド
で
第

五
回
同
期
会
を
や
っ
た
時
、
端
野
い
せ
さ
ん
と
歌
手
の
菊
地
章

子
さ
ん
を
招
待
し
て
慰
労
し
励
ま
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
か

ら
母
い
せ
さ
ん
と
は
文
の
や
り
と
り
や
電
話
も
時
々
頂
い
た

が
、
昭
和
五
十
六
年
に
亡
く
な
る
ま
で
新
二
君
は
生
き
て
い
る

と
信
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
新
二
君
は
昭
和
二
十

年
八
月
十
三
日
の
磨
刀
石
の
戦
闘
で
亡
く
な
っ
た
の
で
あ
り
、

中
国
で
の
生
存
説
が
一
時
あ
っ
た
が
、
真
実
で
は
な
く
、
勿
論

シ
ベ
リ
ア
に
も
行
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

愛
媛
県
　
中
泉
正
一
　 

生
年
月
日
　
　
大
正
十
二
年
一
月
三
日

出
生
地
　
　
　
京
都
府
亀
岡
市

職

歴
　
　
　
満
州
開
拓
青
年
義
勇
隊
　
大
日
本
セ
ロ
フ
ァ
ン

株
式
会
社
　
関
電
興
業
株
式
会
社
総
務
部

軍

歴
　
　
　
昭
和
十
八
年
満
州
黒
河
に
て
甲
種
合
格

昭
和
十
九
年
二
月
二
十
五
日
ハ
ル
ビ
ン
三
七
九

部
隊
（
近
衛
山
砲
二
八
連
隊
）
に
入
隊
　
連
隊

指
揮
班

終

戦
　
　
　
昭
和
二
十
年
八
月
十
八
日
延
吉
南
三
十
キ
ロ
地

点
に
て
終
戦

抑
留
ま
で
　
　
延
吉
旧
一
三
一
二
八
部
隊
跡
に
集
結
、
一
大
隊

三
〇
〇
人
編
成
。
九
月
中
頃
移
動
開
始
、
日
本

に
帰
る
名
目
で
満
ソ
国
境
に
行
軍
す
る
。
途
中

人
馬
の
屍
体
を
見
て
手
を
合
わ
す
。
男
装
の
日

本
婦
人
に
会
う
、
散
切
り
頭
の
汚
れ
た
顔
が
い

た
ま
し
い
。
三
日
く
ら
い
で
国
境
に
到
着
、
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
の
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
て
、
列
車
の

進
行
方
向
に
気
付
き
騒
い
だ
が
後
の
祭
り
で
あ

っ
た
。
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
に
着
き
、
そ
こ
か
ら

ト
ラ
ッ
ク
で
四
十
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
収
容
所
に

入
っ
た
。

抑
留
地
　
　
　
第
一
一
一
、
一
一
二
、
一
一
三
分
所

作
業
の
種
類
　
伐
採
、
運
搬
、
積
込
み
、
最
後
に
街
に
出
て
建

築



体
格
検
査
　
　
一
級
。
女
医
が
尻
を
ひ
ね
っ
て
硬
さ
で
判
定

当
時
の
状
況
　
　
捕
虜
生
活
で
一
番
の
関
心
事
は
食
べ
る
こ
と

だ
。
黒
パ
ン
三
〇
〇
グ
ラ
ム
、
カ
ー
シ
ャ
（
お

粥
）
少
し
、
塩
サ
ン
マ
一
尾
、
こ
れ
が
一
日
の

食
事
量
だ
。
早
朝
の
配
給
が
済
む
と
、
朝
と
昼

食
は
一
度
に
食
べ
て
し
ま
う
。
少
し
は
腹
に
入

っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。
そ
の
た
め
昼
は

サ
ン
マ
の
ス
ー
プ
に
雑
草
を
入
れ
て
間
に
合
わ

す
。
一
日
の
き
つ
い
労
働
が
済
む
と
空
腹
で
た

ま
ら
ん
よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
時
の
事
件
が

「
辻
斬
り
」
で
あ
る
。
朝
の
食
事
配
給
後
、
宿

舎
に
帰
る
途
中
、
生
命
よ
り
大
切
な
黒
パ
ン
を

さ
ら
っ
て
逃
げ
る
の
だ
。
実
に
な
げ
か
わ
し
い

事
件
で
あ
っ
た
。

あ
る
夜
、
私
達
は
相
談
の
結
果
、
宿
舎
の
近

く
に
停
ま
っ
て
い
る
貨
車
に
積
み
込
ん
で
あ
る

乾
パ
ン
を
返
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
も

と
も
と
日
本
軍
の
食
糧
で
あ
る
。
深
夜
一
時

頃
、
私
と
友
は
警
備
兵
の
移
動
を
見
定
め
て
貨

車
に
忍
び
込
み
、
乾
パ
ン
一
箱
を
持
ち
出
し
鉄

条
網
を
く
ぐ
ろ
う
と
し
た
時
に
、
影
を
認
め
た

の
か
マ
ン
ド
リ
ン
の
乱
射
を
浴
び
た
。
も
う
駄

目
だ
と
思
い
つ
つ
凹
地
に
伏
せ
て
い
た
。
三
十

分
く
ら
い
た
っ
て
警
備
兵
が
立
ち
去
っ
た
の

で
、
ほ
う
ほ
う
の
態
で
宿
舎
に
帰
り
、
み
ん
な

で
久
し
振
り
に
乾
パ
ン
に
あ
り
つ
い
て
大
い
に

満
腹
し
た
。

作

業
　
　
　
　
作
業
ノ
ル
マ
を
ど
ん
ど
ん
と
上
げ
ら
れ
、
体

力
の
な
い
召
集
兵
の
人
々
は
過
労
と
栄
養
失
調

で
倒
れ
、
毎
日
入
院
者
が
出
る
有
様
だ
。
あ
る

時
は
、
伐
採
作
業
で
木
を
伐
り
終
わ
っ
た
瞬
間

急
に
根
元
が
回
転
し
て
、
近
く
に
い
た
友
が
そ

の
下
敷
き
に
な
り
即
死
し
た
。
何
分
、
空
腹
と

栄
養
失
調
の
た
め
に
瞬
時
に
危
険
を
か
わ
す
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。

食

事
　
　
　
　
朝
と
昼
食
は
先
に
書
い
た
が
、
夕
食
は
そ
の

日
の
ノ
ル
マ
遂
行
量
で
差
が
出
る
。
遂
行
者
は

砂
糖
や
タ
バ
コ
が
特
別
支
給
さ
れ
、
黒
パ
ン
も



多
い
が
、
未
遂
者
は
小
さ
い
パ
ン
と
塩
サ
ン
マ

の
ス
ー
プ
だ
け
で
あ
る
。

被

服
　
　
　
　
被
服
は
、
囚
人
の
古
い
汚
れ
た
の
が
支
給
さ

れ
る
。

そ
の
他
　
　
　
　
日
常
生
活
で
困
る
の
は
紙
（
落
と
し
紙
）
の

支
給
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
う
ち
は
持

っ
て
い
た
本
で
間
に
合
わ
せ
た
が
、
そ
れ
が
な

く
な
る
と
服
の
綿
を
抜
い
て
は
使
用
し
た
。
そ

れ
も
限
度
が
あ
り
、
用
を
足
す
場
合
は
、
作
業

に
行
っ
た
時
に
木
や
草
の
葉
を
使
用
し
た
。
ま

た
、
便
所
は
何
の
仕
切
り
も
な
く
、
顔
を
見
合

わ
せ
な
が
ら
行
っ
た
。

夕
食
後
は
共
産
主
義
の
講
義
が
行
わ
れ
る
。

こ
れ
に
従
わ
な
い
と
反
動
分
子
と
し
て
大
衆
の

面
前
に
て
吊
る
し
上
げ
ら
れ
る
。
ま
た
帰
国
も

遅
れ
る
。
私
は
非
協
力
者
と
し
て
昭
和
二
十
四

年
の
八
月
の
末
ま
で
残
さ
れ
た
。

強
制
抑
留
さ
れ
て
　 

熊
本
県
　
坂
本
重
喜
　 

大
正
十
四
年
一
月
二
日
、
熊
本
市
春
日
町
（
北
岡
神
社
裏
）

に
生
ま
れ
、
五
福
高
等
小
学
校
に
学
び
、
同
青
年
学
校
へ
と
進

ん
だ
。
父
は
鉄
工
所
を
経
営
し
て
お
り
、
学
業
の
傍
ら
工
場
の

手
伝
い
を
し
て
い
た
。

昭
和
十
九
年
七
月
徴
兵
検
査
を
受
け
、
近
視
の
た
め
第
二
乙

種
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
年
十
月
に
は
熊
本
の
十
三
連
隊
に

入
隊
、
そ
の
夜
、
自
宅
近
く
の
北
岡
神
社
境
内
で
夜
営
を
し
、

そ
の
ま
ま
汽
車
に
乗
り
、
門
司
へ
と
移
動
、
入
隊
し
て
熊
本
に

は
一
晩
い
た
だ
け
だ
っ
た
。

釜
山
に
上
陸
し
、
ハ
ル
ビ
ン
を
通
り
ハ
イ
ラ
ル
の
国
境
守
備

隊
へ
配
置
さ
れ
た
。
迫
撃
砲
隊
に
配
属
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
八

月
初
め
嫩
江
へ
と
移
動
中
チ
チ
ハ
ル
付
近
で
終
戦
を
知
っ
た
。

同
年
八
月
十
八
日
武
装
解
除
さ
れ
、
三
週
間
収
容
所
に
お
り
、

千
五
百
人
の
作
業
大
隊
を
編
成
、
貨
車
で
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク




